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ゎ
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.
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努
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.
國

民

主

義

の

研

究

，
ン

.

占

韻

百

太

部

博
士
ホ
ル
ラ

ン

ド

ロ
ー
ズ
の『

近
世
史
上
に
於
け 

る
國
K
主
義』

Nationality as a 

factor i
n
S
o
d
e
r
n

 

H
i
s
t
o
r
y

は
昨
春
偷
敦
の
リ
グ
ィ
ン
グ
ト
シ
書
店
か
ら 

發
行
せ
ら
れ
た
約
一
一
百
頁
の
小
册
子
.で
あ
る
。
然
し
其 

內
容
，の
充
實
せ
る
點
か
ら
謂
へ
ば
、
大
戦
勃
發
以
來
頻 

出

す

る

所

難

.vi/^r 

1
3§
^
.’中
の
白
肩
.で
あ
る
ビ
.想

.ふ
。 

博
士
が
本
書
を
成
せ
る
重
な
.る
動
機
の
英
國
人
の
愛
國 

心
を
刺
戟
せ
む
ビ
す
る
に
在
る
.こV 」

は
、
本
書
の
序
文 

に
徵
しV

も
、
又
_
戰
後
間
も
な
く
發
行
し
た
.『

歐
洲 

大
戦
の
原
®』

The. Origin 

of the 

W
a
r

巾
隨
處
.に
同 

胞
國
民
の
愛
國
心
を
.鼓
舞
し
て
居
る
口
吻
に
照
ら
し
て

$

*

i
 

(

三
七
七)

雜

錄

國

M
主
義
の
研
究

も
明
白
で
あ
る
：。
か
く
謂

.

へ
ば
と
て
、
本
書
は
決
し
て 

際
物
的
述
作
で
は
な
く
、
博
士
の
史
學
に
關
す
る
多
年 

の
痛
蔷
が
、
偶
々
今
度
：の
大
戦
に
隙
し
て
被
*
せ
ら
れ 

'

た
近
來
稀
れ
に
見
る
好
藉
た
る
を
失
ば
ぬ
の
で
あ
る
。

一

本
書
の
.内
容
を
•紹
介
す
る
に
先
だ
ち
、
博
士
從
來
の
.
 

一
歷
史
的
述
作H

就v

槪
觀
す
る
。
ジ
ョ
ン
、ホ
ル
ラ
ン
ド 

|

リ
I
ズ
は
ケ
ン
'、フ
リ
ッ
デ
大
學
のLitt. 

D
.

で
ク
リ
ス 

|

ト
カ
レ
ッ
デ
の
フ
尤
ロ
ー
で
あ
る
。

ー
九
ー
ー
年
以
球 

\

同
大
學
^
於
て
近
世
史
の
講
師
.
9
$ユ
9 in 

M
o
d
e
m

 

一H
i
s
t
o
r
y
)

を
し
て
居
る
。
博
士
が
歷
史
家
と
し
て
多
少 

\

認

識

せ

、ら

るv
ir
.
Mつ
た
の
は
、
ブ
ロ
セ
ロ
博
士
の
«

| 

輯
.に

.繫
る

03.111|31:1<3叫
6 

11151:0

^*^
series'.*!-^j 

八 

j 

九
四
年 

T
h
e

 

Revolutionary 

and- 

Napoleonic 

u
r
a

 

の
1
册
.を
窬
與
し
て
か
ら
で
ぁ
る
。
此
書
は
僅
々
三
西 

八
十
贯
の
小
训
子
で
あ
る
け
れ
ど
、
佛
國
革
命
及
び
傘 

破
翁
時
代
の
S
め
て
砠
«

混
矶
し
た
事
件
を
ば
好
く
節
. 

_叨
に
宽
な
る
潮
流
を
促
へ
て
叙
述
し
た
る
點
に
•於
て
他 

に
歸
を
厨
ざ
る
好
^

で
あ
る
。
本
文
の
E

«
も
领
國
:^

.

'
i -
i -

'

.

.

.
 

:
.

v

 

五.

九
'



f

-
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三
、
七

八V

雜

錄

.

國
民
丰：

義
の
研
究

命
を
研
究
す
る
‘に
方
づ
て
此
著
に
負
ぅ
所
の
少
な
か
ら 

ざ
り
し
次
第
を
吿S

し
セ
、
1 S

士
に
感
謝
せ
ね
ば
.な
ら 

ぬ.

，0

夫

れ

か

ら

愤

士

が

，
滕

*

家
4

し

V
®

か
す
可
か
ら 

ざ
る
地
位
を*

立
し
た
の
は
、

.

一
九

o

一一
 

年
に
土
梓
甘 

ら
れ
たT

h
o

卜
淨
o
f Naooleon 

I

一
 

1

册
で
あ
る
。
拿 

懲
|

赃
究
の
今
僻
如
何
に
碰.

ん
«

る
か
は
、
彼

ぱ

關

すj

 

る
：著
作
の
目
錄
だ
け
.で
も
數
册
を
成
す
と
云
ふ
の
に
見 

て
も
之
を
察
す
る
事
が
出
來
る.:

:°
:

近
代
の
：著
作
中
に
も

ス
'

ロ'
1

シ

、

フI

ル
一
一
，
工

、

口
1

ズ
ベ
タ
ト
卿
等
の
好

j

著
あ
れ
ど
も
、
博
士
の
教
破
翁
傅
が
其
め
考
■
の
精
確j 

で
叙
述
の
煩
前
寬
し
き
を
得
而
か
.も
狩
文
の
明
快
な
る 

點
に
於
て
他
の
鮮
著
に
一
頭
地
を
拔
い
て
居
るM
と 

は
、史
家
の
*
し
く
觀
む
る
所
で
あ
る
。
尙
、故
'の
ァ

ク| 

ト
ン
卿
の
考
案
に
成
るC

ambr
i
d
g
e 

M
o
d
e
m

 

History

の
第
八
、
九
兩
卷(

革
命
及
び
拿
破
翁
の
卷)

中
に
は
博
：
 

士
の
維
奴
か
、

る
章
が
少
な
く
な
い
。
次
に
一
九
〇
五 

尔
發
行
の 

T
h
e

 

Deveiopmeut 

of 

t
h
e

. Europenan

Nations 

I
S
7
9
I
9
8

も
最
近
世
®
の
述
作
と
し
て
有
數

第
i

.
 

i

の
臀
で
あ
る
。
此
讲
ほ
普
#
戰
帮
の
戦
略
戦
術
並
び
に 

巴
爾
斡
の
膝
史
に
於
て
精
細
で
あ
る
。
今
同
の
戰
#
勃 

發
後i:

丽

を

j

«
に
縮
刷
し
、

一
九
.

j

，四
年
のS

戦

-̂ 

で
墙
補
せ
ら
：れ
，：̂

か
ら
/、
刻
.下
必
驗
：の
*
で
あ
る
o
又 

1

九
'i, 

f 
年 

T
h
e

 

Life 

of William Pitt 

ニ
册
を
發 

行
し
た
。
旣
は
拿
破
翁
.を
«
究
じ
#
國
^
命
を
硏
究
し 

允
る
1«
士
.に
取
令
て
、
其
敵
.手
方
の
大
立
者
た
る
ビ
ッ
ト 

の
_
究

«

0
然

_の
'顺
序
で
あ
る
。
ピ
ッ
ト
傅
は
即
ち
：博
± 

の
傘
破
翁
傅
'の
副
産
物
と
各
一
、

K

ふ
可
き
で
あ
る
。
大
英
：
 

西
科
全
會
第
十
'
}版
の

：傘

破

翁

一.世
傅
も
博
士
の

« 

に
.成
た
も
の
で
あ
る
。
其
他
の
著
作
忆
はH

he:Rise 

of D
e
m
o
c
r
a
c
y

 (

IOO
O
N

)

V.
'
.

D
u
m
o
u
r
i
e
z a

n
d

 t^eDefence 

of - England against Napoleon 

(i

vo
o
oo) ； 

the Person- 

aiity 
o
f

 N
apoleon (

1
9

1
2
)

等
#
あ
る
。
夫
れ
か
ら
マ 

\
タ
畠
の
滕
史
縮
纂
生
ぽ
と
も
な
ぅ
、
_
»
を
以
て
有 

名
な
る
力

ー
一
ス
ィ
.水

0
怫
國
^
命
史
に
批
評
及
び
註
釋 

を
加
へ
て
出
版
し
た
0
,1®
士

は

又the 

English Histo

rical 

R
es.
e
w 1^

c
o
n
t
e
m
p
o
r
a
r
y

;^e

<.e
w

 

等
の
^
別

街
書
家
で
あ
る
。

.

，

以
上
は

V
丨
ズ
If
士
の
著
作
の
槪
.觀
で
あ
る
。
博
士 

當
年
六
十
一
ー
歲
、
其
學
潘
的
勞
作
の
功
果
少
な
し
と
し

な
い
が
、
未
だ

.フ
ロ 

.フニ
ッ
サ
r
の
地
位
を
贏
ち
得
る
に 

f

t

ォ
ー

マ
ン
や
ブ
ユ
I
リ
1
や
め
諸
先
雜
に
比 

し
て
寧
ろ
第
一
一
流
と
し
て
認
め
ら
れ
て
居
る
や
ぅ
で
あ 

る

け

れ

ど

、
：
史

學

漭

と

し

孓

の

實

カ

に

於

''
!
;
、

殊

に

佛 

國
某
命
時
代
及
び
拿
破
翁
時
代
の
硏
究
R
於
：て
は
、
英 

國
の
史
學
界
に
於
て
四
«
を
見
ざ
る
學
者
で
あ
る
こ
と
.
 

は

疑

一

ふ

可

か

ら

ざ

る

所

で

あ

る

。

■ 『

近
世
史
上
に
於
け
る
國
民
主
義』

は
十
回
に
1 :
る
講 

浪
集
で
あ
る
が
、
其
の
：第

j 

_
乃
至
第
A

■
は

——
.
九

.一
 

五
年
傅
士
が
ヶ
シ
ブ
'リ
ク

デ
大
.
々
生
に
授
け
た
も
の 

で
、
第
^

#
と
.第
十
*
と

は

同

じ

牟

バ

ー

、、、

X

ガ
ム
と 

ブ
ソ
ス
ト
ル
の
滕
史
學
會
で
夫
れ
ぐ
講
演
し
た
も
の 

で
あ
る
。
本
®

の
目
的
は
即
ち
重
も
な
る
歐
洲
國
民
の 

十
に
於
け
る
國
民
主
義^

a
t
i
o
s
H
t
y

の
«1
々
な
る
表
現 

を
膝
史
的
に
叙
説
す
る
乙
と
：に
在
'る
の
で
、
國
^
主
策 

第

十

一

爝(

三
七
九)

雜

錄

趟
思
主
翁
の
研
究

5.
1
物
を
哲
學
的
k
硏
究
す
る
こ
と
は
、
寧
ろ
從
た
る0Z 

的
.で
あ
つ
て
、

第
八
講
に
於
て
少
し
說
明
せ
ら
れ
て
届 

.る
の
み
で
あ
る
。
博
士
が
本
書
の
序
文
に
述
べ
て
居
る 

如

く

、

國

民

主

_

と

云
ふ
こ
と
が
國
民
‘の
自
覺
し
た
る 

〉
j

定
の
運
動
と
な
る
に
至
た
の
は
近
世
紀
の
事
に
屬
す 

\

る
。

マ
キ
ヤ
'ヴ
'.
X.
リ
ィ
の
著
述
中

に

國

民

主

義

が

?)
1
:
漠
 

\

と
現
；は
れ

て

は

居

る

が

.、

勿

論

本

能

的

の

も

の

で

決

し 

I

て
自
覺
し
た
る
國
民
主
義
で
は
な
い
。
ジ
ャ
ン
ダ
ー
ク
の 

I

愛
國
戰
淨
杯
も
決
1
て
國
民
主
義
と
-0
す
可
き
も
の
で 

I

は
な
か
つ
た
。
は
じ
め
て
_

K
主
_

1
自
覺
し
た
る
a 

|

民

主

義

的

運

動

，の
#
興
し
た
る
は
一
八
〇
八
年
两
班
牙 

\

人
が
擊
破

«

の
展
制
！4
反
抗
し
て
蹶
起
し
た
と

&

で
あ 

\

る
。
當
時
拿
破
翁
は
阿
歐
を
席
卷
し
て
意
氣
世
界
を
呑 

み

、
懦

弱

な

る

阿

班

牙

主

チ

ャ

ー

ル

ス

.四

世

父

子

を

脅

嚇 

し

て
玉
位

を
辭
退
せ
し
め
、
自
分
の
兄
ジ
ョ
セ
フ
を
之 

に
代
へ
た
の
で
あ
：る
.。
か
、
る
國
蓐
に
憤
激
し
た
る
四 

班
：牙

人

は

：、

怫

國

人

を

國

墙

外

に

逐

乐

す

る

迄

は

誓

て 

干
戈
を
捨
て
じ
と
決
心
し
て
、
遂
に
其HU

的
を
達
し
た

:
第
3
號 

六1



第
十
一
卷

(

三八〇

)

雜錄國垃主義の研究

の
で
あ
^

:。
即

ち

從

來

戰

邵

と

云

へ

，
ば

';
-
帝

.玉

蔣

相0 

^
と
^
て
顧
み
な
か
つ
た
國
民
は
、
玆
に
は
じ
めV

自 

家
の
力
を
用
ひV

自

國

を

防

.衛

せ

ん

と

の

自

覺

を

發

起 

し
た
の
で
あ
る
。
.後
年
普
#
士
國
民
を
始
め
拿
破
翁
の 

爲
に
其
邦
土
を
蹂
_
せ
ら
れ
./2
諦
國
民
が
ラ
ィ
ブ
チ
ッ 

ヒ
の
大
戰
に
勝
利
を
獲
た
の
は
、

一
u

g
班

牙

人

に

傚| 

ぅ
で
國
民
的
粮
神
を
喚
&
し
た
る
結
嫩
で.

あ
つ
た
の
•で
一 

あ
る
。
此
意
味
か
ら
し
て
、
博
士
は
一
八
Q

八

年

を

以j 

て
近
世
史
の一

新
時
期
を
刺
す
可
&
も
の
と
主
張
し
て 

居

る
.0

博
士
は
第
一
講

H
b̂
。D

a
w
n

 

of the 
National 

idea 

に
於
て
古
來
の
微
然
た
る
國
民
主
義
を
說
述
し
、
ダ
ン 

一グゃチ目

I
サ
I
等
の
著
作
に
P
據
し
て
英
國
人
や
# .\ 

太
利
人
の
國
K
的
精
神
を
評
释
し
、
：
尙
百
年
戰
矫
に
於
一 

け
る
ジ
ャ
シ
ダ
ー
ク
の

■
起

が

#

國

人

のli
l

K
的

精 

地

を

風
#

^
し

め

た

る

勢

カ

の

倚

大

で

あ

，つ

/2》j .

と

を 

論

じ

：て.居
^
。

第

一

一

離

の
'Vive ia n

a
t
i
o
n

で
は
ル
ッ 

ソ
ー
の
薪
作
が
佛
國
の
國
民
キ
囊
を
皴
吹
す
る
に
與
つ

,

笫
三
號 

六
11 

.

/ 

.

V

力
あ
つ
た
こ
と
を
®
.明
し
て
、
佛
國
大
««
命
か
ら
拿 

破
翕
時
代
に
至
.る
佛
國
人
の
國
民
的
述
動
を
叙
述
し
て 

居
る
0
第
一1

1

Schiller and 

F
i
c
h
t
e

で
は
力
ン
ト
以

來
の
獨
逸
近
世
哲
學
の
同
國
艮
運
励
.に
與
へ
た
る
影
響

を
a

、へ
、
シ
ラ
ー
の『

ク
イ
ル
ア
ム
*
7*
ル』

が

傘

破

.
翁

へ 

反
杭
.の
，

F

大
動
機
と
な
つ
た
次
第
か
ら
、
フ
イ
フ
テ
が
佛 

國
軍
に
占
诹
せ
ら
れ
た
伯
林
市
中
に
立
つ
て『

獨
逸
國 

K

に
：吿
ぐ』

：

る
有
名
な
る
愛
國
的
講
演
の
功
果
を
說
朋 

し
：て
居
る
。.
第
四
、
五
、
六
馨
で
は
雨
班
牙
人
の
愛
國
的 

勃
風
と
、
マ
ッ
デ 

一一I
の
靑
年
伊
太
利
黨
巡
動
と
、
ス
ラ 

丨

、ヴ
族
の
覺
_
と
を
夫
れ
ぐ
說
明
し
て
居
る
。
第
七 

m

H
h
e 

G
e
r
m
a
n

 

theory 

o
f 

the .state 

は
現
今
の
世
界 

時
局
を
■了
ft
す
る

上
に
■於
て
最
も
風
味
あ
る

章
で
あ 

る
。
先
づ
.國
の
地
位
に
因
つ
て
國
家
に
姆
す
る

雛
念
の 

相
逄
.あ
る
次
第
か
ら
ヽ
' 
ホ
.
'丨
へ
ン
ツ
オ
I

ゾ
ダ
ゾ
家
の 

諸
主
殊
に
フ
レ
デ
リ
ッ
キ
大
王
が
©
身
を
以
て
普
昝
士 

隙
家
の
»
現
と
し
/a
る

こ
と
を

說
き
、
カ
シ
ト

及
び
フ
イ 

フ
7 -

の
國
家
»
を
韵
し
、

へ

I

ゲ
ル
に
至
つ
て

普
#
土

の
國
家
學
說
の
完
成
し
た
る
離
、
、ビ
ス
マ
ー

,
が
實
隙 

政
治
に
之
^.
應
用
し
た
る
事
、
M
ら
に
ト
ラ
ィ
チ
ケ
，に 

_至
N
yて
锴
昝
士
の
!®
家
說
が
所
謂
：Realpolitik.

にP. 

し
て
m
sFf
な
る
侵
略
主
義
に
墮
落
し
た
る
V
等
を
#
明 

し
て
居
る
。

/

第
八
講Nationality 

a
n
d

 

M
i
l
i
^
H
s
m

は
藍
し
本
鲁

の
骨
子
で
釭
ら
ぅ
。
博
士
は
歐
羅
巴
の
諸
國
民
を
ば
從 

來
の
如
く
ケ
ル
ト
族
、
チ
ユ
ー
ト
ン
族
、
ス
ラ
ー
ブ
族
其 

他
に
區
別
す
る
こ
と
は
、
發
逄
し
れ
る
今
日
の
人
種
學 

上
か
ら
觅
れ
ば
非
斜
學
的
で
あ
る
。
須
ら
く
之
を(

一) 

英
國
、
，北
佛
か
ら
フ
ラ
ン
ダ
I

ス
及
び
北
部
歐
羅
巴
の 

平
©:
ス
.力
ン
テ
ィ
ネ
グ
ィ
ア
、

¥
蘭
灣
.に
百
一
る
長
身
長
襞 

の
顔
面
立
派
な
る
人
®
、(

ニ )

中
央
佛
11
西
、
中
央
歐
. 

羅S
3
、

li
爾
幹
半
萵
等
の
大
部
分
に
棲
息
す
る
普
.通 

A

u

n

eと
呼
ば
る
、
宜
職
の
人
柳(

三)

北
伊
太
利
及
巴 

爾
幹
半
島
以
外
の
地
中
海
北
沿
岸
に
住
む
地
中
派
人
種 

Mediterranean race

と
區
別
す
可
き
で
あ
る
と
主
張
し 

て
®

る
，。.
«士
_は
.
膨̂
^
栖
は
^

^
し
も
人
«
及
_び
國

第
十
5
 

(

三
八 
一)

0

錄
’

置

_

の
研
究

^
の
み
を
標
舉
と
し
て
^
如
す
可
き
で
な
~
>IL
tf
l
を
說 

明
し
て
幾
多
の
例
證
を
擧
げ
、
近
年
獨
逸
及
び
巴
*
幹 

小
邦
等
に
#
道
せ
ら
る〜

異
人
種
と
云
へ
ば
一
.概
に
» 

^
せ
ん
と
す
る
偏
狹
で
.
^
的̂
な
る
國
民
主
義
は
、
鹽 

一
落
し
た
る

.：國
民
主
義
で
あ
：る
と
評
しV

居
る
。
か
ぐ
て 

博
士
ば
左
の
如
く
國
民
.主
義
に
說
.：明
を
與
ベ
て
居
る
。

\ 

I

 k
n
o
w

 of no words t
h
a
t

cretter 

describe 

Nation- 

j 

ality. 

It ； is .an instinct, 

a
n
d

 

c
a
n
n
o
t

cr
e exactly 

d
etn
- 

{
‘
»
e
d 

; 

it 

is the 

recognition 

as 

kinsmen 

of 

those 

一
 

w
h
o

 

wer£:dc€n?€d

'
 strangers 

\ 

it. is 

the. apotheosis 

| 

of familv feeling, 

s

d
cregets a resolve never 

sigain 

け。separate 

; 

it leads 

to 

the 

bounding 

o
f a 

polity 

on a natural

ぼ
&
, in

d
e
p
s
d
e
n
t

o'
f a 

m
o
n
a
r
c
h

 

o
r a 

| 

State, 

though not in'any sense 

hostile to 

t
h-r
&
m ;

.it 

is 

m
o
r
e

 

than 

a

 

political 

contract 

; 

it 

is 

a

 

u
n
i
s

 

of iiearts, 

o
tj
on)
3
^
^
^

 

never 

u
n
m
a
d
p

T
h
e
s
e

 

a
rn>
:

 ̂

characteristics 

o
f Nationality 

in 

its 

highest, f
o
r
m
—

a 

spiritual 

c
o
n
c
e
p
t
i
o
l
v
u
n
c
o
n
q
u
— 

erable, 

indestructible. 

S
o

 

s
o
o
n

 

as 

clans, 

tribes”
or 

■
provinces, cs-tcli .tllpwlow. of this 

.
'
w
a
c
r

 entiluslpsm)

_ 

笫
3
號.
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S
八li)

雑
錄
主
教
の
研
究

t
h
e
y

 
f
o
r
m

 

a

 

B1:ion. 

A
n
d

 

t
h
u
s

 

it 

w
a
s

 

that 

F
r
a
n
c
e

 

D.urst 

into 
Ii£r 

n
e
w

 

lile. 

H
e
r

 .ionsf 

C
h
r
y
s
a
l
i
s

 

st?.Q

ゥ

 

wlicri 

p3.triotis

.B
c
i
u
n
cr
q
: 3,

crout' .t!10 

o
l
d

 

cnoiis,rclbv 

w
a
s

 e
n
d
e
d
'
, a

一
 n

d
 t

h
e

 

J

r̂+
o-
ys

t
o
o
d

n>rect 'anci. defiant. 

E
n
g
l
a
n
d
,

 

Italy, 

l
u
yri

^ 1S
p
a
i
n
,

 

R
u
s
s
i
a
； 

G
e
r
m
a
n
y

 

s
u
c
c
e
s
s
i
v
e
l
y felt 

t
h
e

 
i
m
p
a
c
t

 

oi 

a
e
w

 vital 

force, 

a
n
d

 

r
e
s
p
o
n
d
e
d

 

w
i
t
h

 

m
e
s
s
a
g
e
s
,

 

A
r
s
t

 

o
f s

v
n
p
a
t
h
y

 

f

 

6
f 

l
u
s
t
,

 

i
l
l
y

 

O
f

 hostility. 

T
h
u
s
,

、w
l . 

t
w
e
n
t
y
,
f
i
v
e

 years, w
u
r
o
p
e

 w
a
s
.

 a
w
a
k
e
,

 

a
n
d
,

 

b
e
c
a
m
e

 

a

 

c
a
m
p
,

 ot 

勻良渴

 s
t
i
o
n
s
.

博

士

の

國

民

主

義

.に

對

す

る

說

明

は

此

二

節

に

槪

括

 

せ
、b
.れ
て
餘
1L
は
な
.い
。
夫
れ
か
ら
博
士
ば
日
本
の
® 

K

rb
義
に
就
て
少
し
く
說
及
ぼ
し
て
居
る
か
ら
、
#
で 

乍
ら
左
に
其
れ
を
紹
介
す
る
。

.

日
本
を
し
て
突
然
中
世
紀
•的
®:
'

家

か

ら

近

世

紀

的
 

國
家
に
改
造
せ
し
め
、
其
古
來
の
武
士
逍
の
力
を
® 

傷
ず
る
こ
と
な
く
し
て
、
歐
洲
文
明
の
精
粹
を
吸
收 

せ
し
め
た
の
は
、
純
乎
た
る
日
本
人
の
愛
國
的
精
神 

で
あ
る
。朝
鮮
か
ら
麗
西
亜
を
放
逐
し
、山
柬
省
か
ら 

f

を
驅
除
し
、
而
し
て
現
に
箪
»
品
を
鑛
西
»[
}
1に

第
.1三號

.ハ-

六
.四

.

供給し

.て聯合諸國を忠實

.に

援

助

：し

：
つ

、

あ

る

，
の
； 

':
も
、
畢
竟
痛
切
な
.る
國
民
的
名
眷
の
«

念

か

ら

1?
あ 

'

る
。
然
も
年
世
紀
に
.足

ら

ざ

.る
前
ま
で
弓
矢
を
以
.て 

戰

ひ

、
假

面

を

蒙

^S

て
撤
を
嚇
せ
し
人
民
に
ょ
つ
て 

此

の

如

き

偉

業

は

遂

げ

ら

れ

た

の

で

あ

る

。

Z
は
實 

| 

. 

k
 I#

:

の
傳
奇
小
®

で

あ
る
。

而
か
も
其
傅
奇
小
說 

.

の
眞
雠
は
、
國
民
的
生
：活

の

有

ゆ

る

崇

高

な

る

部

分 

の
if
現

と

し

て

天

皇

に

對

ず

る

忠

_

と
相
.待

つ

て

、 

日

本

人

の

上

下

を

1

«
す

る

强

き

愛

國

心

で

あ

る

。

,

日

本

は

實

に

恐

ろ

し

い

贫

乏

國

で

.あ
る
。.
然

し3

本 

.人

に

はr

戰

は

ん

に

も

國

を

有

た

な

い」

と
の
哀
聲
は 

殆

r
夢

想

だ

も

：せ
ら
れ
な
い
所
で
あ
.る
。
.

' 

博

士

は

尙

同

章

に

於

て

瑶

國

主

義

'の

起
原
か
£

、

典 

れ
が
一
.
八

六

0
年

普

©

士
王
.ゥ
ィ
ル
ァ
ム
ー
世
に
依
て 

復

興

せ

ら

れ

、
瑰
今
の
ヵ
'4 -
:
:
ゼ

ル

に

及

ん

だ

次

第

を

說
 

明

し V
 
居

：
る

。

第

九
*
.Na

t
i
o
n
a
l
i
s
m

 

since 

I
8-P
Q
5
 

b
a 

第

十

講Jn
t
e
r
n
a
t
i
o
s
l
i
s
m
:

は

縮
«

締

翁

切

迪

し

.
て

阁

讀

す
る
こ
と

.

.も
あ
ら
ぅ

Q

麥 嚷 娜 勸 ^ 好 ? ^ 砂 柳 ^ : 严 机 ” ^ ^ ^

W 1Um\

荚

國

社

會

運

動

史

(:
就

て

(

一m
)

'

前
號
に
於
て
余
P
近
代
英
阐
社
會
述
励
發
展
の
榀
め
て
大
略
4.
描
;<

と
同
時LL

之
!:
蘭

す

る#.
考
帶
十
數
^
#
け
、
其
屮
の
ー
た
る
シ
ド 

ニ 
ィ
乂 

'ッ
ブ
の
近
業 T

o
w
a
r
d
s

 social D
e
m
o
c
a
c
y
?

 

S
I
6

 

の
要

旨
4>
本
號
に
於
て
紹
介
す
可
さ
耶
>̂

約
し
た
リ
今
之
^
な
す
雖
龙
の 

免
し

I

八
四
八
年
べ
ロ 

ン
ネ
ッ
ト
。
ト

ム
ソ

ン
な
る
人
ラ 

ン
力
シ
ャ
ァ
の
ボ

ダ

ト
ン

TI
-
J街
上
の
所
見
を
筆
に
寫
し 

其

住

民

が

如

何

に

贫

賤

困

窮

の

淵

に

沈

淪

し

て

而

か

も 

全

ぐ

*

發

心

な

く

手

を

己

れ

に

加

ふ

る

も

の

は

實

に

上 

帝

に

し

て

地

主

に

は

#

ず

と

觀

念

す

る

も

の

、
如
く
手 

を

拱

し

て

運

命

に

甘

じ

つ

、

ぁ

な

か

'の
狀
を
描

け

り
0 

今

之

を

取

^v
V

今

0

の%

 V

ト
ン
市
说
.と

比

較

1せ

ょ

。 

固

ょ

-

C
y

一
ー
十
-[
«

紀

0

ー
ボ
ル
.

—

ン
に
於
て
も
貧
窮
者
全
く

飨

十

一

饴

(

三
八
三)

雜

.錄

籠
社
盡
呦
史
に
就
て

之
な
し
と
云4

可
ら
ず
、
而
か
も
少
く
も
全
體
と
し
て 

之
.

を
見
れ
ば
，此
市
往
民
は
繁
榮
を
樂
し
み
健
康
に
し

{

 

知
力
に
當
み
，
充
分
の.

休

G
I

を
取
り
自
主
自
恃

Q

念 

l r
E

®

*

b

と
評
す
る
事
を
得
可
し
。
之
れ
實R

一
 

大
變 

一
化
な

b

。
此
大
變
化
は
抑
も
何
に
由
て
生
じ
た
る
か
一 

言
の
說
明
な
き
能
は
ざ.

る
な
り
。
或
は
之
が
旅
阁
を
自 

然
科
學
の
發
達
に
求
め
ん
と
す
る
も
の
あ
れ
ど
も
當
ら 

ず
、.
何
と
な
れ
ば
ト
ムソ
ン
が
ボ
ル
ト
ン
住
民
の
窮
狀 

を
描
沁
代
先
だ.

0

五
十
年
以
來
向
然
科
學
上
の
發
見
發 

明
は
旣
に
盛
に
行
は
れ
つ
ゝ
あ
卜
し
を
以
て
な
り
。

ス 

チ
：
ユ'

ァ
ァ
ト

.

。
、、、y

が
：凡
て
の
自
然
科
學
上
の
發
見
機 

槭
の
發
明
は
毫
末
も
勞
働
者
階
級
の
苦
痛
を
輕
ぅ
す
る 

j

 

な
か
り
き
今
後A

J

»

も
亦
同
樣
な
ら
ん
と
云
へ
る
は 

_

吾
人
の
同
意
を
禁
じ
麵
き
所
な
科
學
上
の
發
見
機 

械
の
發
明
は
其
_
身
に
於
て
は
少
し
も
勞
働
時
間
を
顧 

縮
す
る
の
力
な
ぐ
亦
少
し
も
赁
餅
を
引
上
ぐ
る
の
效
な 

し
。
所

詮1

八

四

一

一

年

の

ボ

ザ

ン
：紡
績
職
工
を
化
し 

て
二
十
世
紀
の
、ボ
ル
ト
ン
紡
錯
職
エ
た
ら
し
め
た
る
も

第

議

'
' 

六
：五


